






 要約:本研究では,インターネットによる新生児医療情報ネットワークを構築し,災害時に

おける迅速な惰報伝達の可能性について検討した.災害時に役立つ通信手段としては,現場

にいるスタッフが誰でも容易に使用でき,かつ確実に外部に情報発信できるものでなけれ

ばならない.インターネットによる新生児医療情報ネットワークは,1)災害時だけでなく普

段からの情報ネットワークとして活用できる,2)日常のネットワーク医療情報のファイル

をできるという利点を持つ.現在では,未だインターネットが一般医療機関までは普及して

いないが近い将来にはファックスに代わる情報伝達手段となろう.インターネットによる

新生児医療情報データベース構築にあったては,正確なデータ入力と患者個人情報の守秘

が必須であり，今後の課題であろう．


